
③広域観光を支えるネットワークづくり

■安心で快適な旅ができる交通ネットワークの整備
快適な広域観光を支える観光拠点等へのアクセス道路などの整備を推進します。

Ⅳ．社会資本整備の基本方針と主要施策

【高速道路ネットワークによる観光拠点等へのアクセス向上】

１

浜頓別町 クッチャロ湖 羽幌町 ウグイス谷

道内観光地

供用中
(4車線)

供用中
(2車線)

事業中

未着手

凡　　　例

高
規
格
道
路

凡例（4車線化優先整備区間）

事業中

未着手

積丹町 神威岬 ニセコ町 ユナイテッドスキーエリア 浦河町 優駿さくらロード

根室市 納沙布岬

釧路市 釧路湿原

江差町 海洋丸

シーニックバイウェイ北海道「秀逸な道」

北海道道の駅

※所要時間と距離について
・新千歳空港を起点として、移動距離、時間を算出。
・高速道路利用 将来 は、今後の整備予定区間を
暫定 車線開通時 で計算し、算出。

高速道路利用

時間 分（ 分 短縮）
一般道利用
時間 分

高速道路利用 将来

時間 分（ 分 短縮）

一般道利用
時間 分

高速道路利用 将来

時間 分（ 分 短縮）
一般道利用
時間 分

高速道路利用 将来
時間 分（ 分 短縮）

一般道利用
時間 分

高速道路利用 将来

時間 分（ 分 短縮）

一般道利用
時間 分

高速道路利用

時間 分（ 分 短縮）
一般道利用
時間 分

高速道路利用 将来

時間 分（ 分 短縮）

一般道利用
時間 分

高速道路利用

時間 分（ 分 短縮）
一般道利用
時間 分

高速道路利用 将来

時間 分（ 分 短縮）

一般道利用
時間 分

高速道路利用

時間 分（ 分 短縮）
一般道利用
時間 分

東オホーツクシーニックバイウェイ

高速道路利用 将来

時間 分（ 分 短縮）
一般道利用
時間 分

宗谷シーニックバイウェイ 十勝シーニックバイウェイ

高速道路利用

時間 分（ 分 短縮）

一般道利用
時間 分

道の駅おとふけ なつぞらのふる里１

道の駅 もち米の里☆なよろ

道の駅 おこっぺ

高速道路利用

時間 分（ 分 短縮）

一般道利用
時間 分

高速道路利用

時間 分（ 分 短縮）

一般道利用
時間 分

高速道路利用 将来

時間 分（ 分 短縮）

一般道利用
時間 分

天塩川シーニックバイウェイ
一面の流氷が織りなす
グレートネイチャーを体験する道日本一のそば畑を走る道 秀峰・利尻山を望む道 十勝平野・山嶺ルート

樹海に佇む天空の道
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Ⅳ．社会資本整備の基本方針と主要施策

【 ス マ ー ト Ｉ Ｃ ※ へ の ア ク セ ス 道 路 の 整 備 】

＜新得スマート （仮称）＞

＜長流枝スマート （仮称）＞
・当地域は十勝川温泉に加え、十勝エコロジーパークや道の駅ガーデンスパ十勝川温泉も立地して
おり、十勝管内有数の観光拠点集積地。

・スマート 、アクセス道路の整備により、観光地へのアクセス・利便性向上が見込まれ、観光振
興に寄与することが期待される。

・十勝で最大規模であるサホロリゾートスキー場には国内外からスキー客が来訪。
・新得スマート （仮称）、アクセス道路の整備により、最寄り からサホロリゾートへの所要時
間が短縮され、危険性が高い狭小区間や峠を回避でき、安全性の向上も期待される。

・道の駅を併設することで、利用者に新得町の観光情報を発信することが可能となり、スマート
を活用した周遊観光など新たな需要の創出が期待される。

サホロスキーリゾートアクセス道路図 各 からサホロスキーリゾートへの
所要時間（冬期）

ガーデンスパ
十勝川温泉

令和 年 月 日
オープン

エコロジー
パーク
万 千人

（ ）

十勝川温泉
万 千人

（ ）

資料：十勝総合振興局

・新設するスマート から市街地や観光地へのアクセス道路の整備を推進します。
※スマートＩＣ（スマートインターチェンジ）とは、高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリア、バスストップから
乗り降りができるように設置されるインターチェンジであり、通行可能な車両（料金の支払い方法）を、ＥＴＣを搭載した
車両に限定しているインターチェンジです。

(仮)新得
スマートIC
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Ⅳ．社会資本整備の基本方針と主要施策

■持続可能なコンパクトなまちづくり
・都市機能の拡散や中心市街地の機能低下、頻発・激甚化する自然災害などの課題に対応し、
安全・安心で魅力的である持続可能なコンパクトなまちづくりを目指します。

・中心市街地に安心とにぎわいを創出するまちなか居住を推進します。
・魅力ある地域景観を創出する街なみ環境整備を推進します。
・既存公営住宅の建替や長寿命化などによる良質な住宅ストックの形成を推進します。
・地域経済や環境負荷低減に寄与する良質な民間住宅の整備普及を推進します。
・空き家等の対策を推進するとともに、中心市街地・商店街の活性化を目指したまちづくり
を推進します。

まちなか居住のための住宅整備など持続可能なコンパクトなまちづくりや、下水道
施設の改築更新など、地域特性に応じたまちづくりを推進します。

・人口減少や少子高齢化が進行し、広域分散型の都市構造を有する本道において、誰もが心豊かに
住み続けることができ、安全・安心で暮らしやすく、資源・エネルギー循環が進んだ効率的なま
ちを目指す「北の住まいるタウン」の実現に向けた取組を推進します。

■環境に配慮したまちづくり
・下水道の普及率の低い地域において下水道を整備します。
・下水道施設の改築更新を推進します。
・下水汚泥処理施設の集約化及び汚泥の減量化施設の整備を推進します。

④地域の特性に応じた魅力的なまちづくり

空知町団地（滝川市）

既存団地

既存団地

空知町団地

既存団地を
移転集約

滝川市役所

滝川駅 【出典：国土地理院】

【北の住まいるタウン】

【まちなか居住の推進】

年 月第 回まちづくりメイヤーズフォーラム

＜完成イメージ＞

既存団地をまちなかに
移転集約することにより
にぎわいを創出

居住誘導区域 

都市機能誘導区域 

②既成市街地に

おける都市機能

の適正立地 ⑤災害に強いまちづくり

「ハザードエリア」での

開発規制、移転の促進

乗継拠点

①市街地の無秩序

な拡大抑制

中心拠点
⑥持続可能な

地域公共交通

ネットワーク

フィーダー（支線）輸送

（コミュニティバス等）

デマンド交通

（乗合いタクシー等）

③居住や都市機能の集積

④まちなかの

賑わいづくり

周辺拠点

【コンパクトなまちづくり】

＜イメージ＞

年 月北広島市事例見学ツアー

新球場を核として宿
泊施設・マンション
・商業施設・認定こ
ども園など様々な機
能が集積したコンパ
クトなまちづくりに
取り組む北広島市を
視察。

道内市町村の首長
、第一線で活躍す
る実践者を招き、
パネルディスカッ
ション等を通じて
まちづくりを考え
る。

下水道
処理場

し尿
処理場

下水処理

受入・
混合槽老朽化により廃止

下水処理場

収集運搬

【下水道汚泥処理施設の集約化】

下水汚泥処理施設の集約化のイメージ

83 

41 
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100 維持管理費単位：百万円

42百万円/年の削減
※※削減率49.4％

下水汚泥処理施設の集約化による効果
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